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得できる装置を提案している。その装置は、10mm x 10mm 程度の面積であれ










応している。従って、第二 (三 )主成分得点に血流量（酸化 /還元ヘモグロビン



















に 反 映 す る こ と を 見 出 し て い る 。 こ の 実 験 動 物 に 光 感 受 性 物 質
Talaporf in(Npe6)を静脈注射した後、体表から発振波長 670nm のレーザーを照
射し光線力学的治療を施している。治療後、生じた血栓により癌細胞周辺の
血管が閉塞することがわかっている。開発した装置で取得した吸収スペクト
ルを解析したところ 500- 850nm 領域を選択したとき、第二主成分に対応する
固有ベクトルが還元ヘモグロビンスペクトルに対応すること、癌細胞が存在
した部分にその割合が増加していることを明確に示している。さらに、N P e 6
が持つ特有な吸収波長を含む、600- 700  nm の波長領域を選択し主成分分析を
行っている。第三主成分得点が残留 N P e 6 濃度を反映することを見出すと共
に、癌細胞が存在していた部分では、治療時に生 成される活性酸素に よ り
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